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設立年（西暦） 2024 年 

助成活動名 知的障がい児が支援学校を卒業しても繋がれる余暇活動と居場所づくり 

助成額 200,000 円 

活動内容 

目的 

【仲間とつながる】 
支援学校卒業後も仲間とつながり，安心して集まることのできる場をつくる。 
 
【社会とつながる】 
活動を社会参加のきっかけにし，様々な団体，人などとかかわる中で社会との
つながりを作っていく。 
 
【健康につながる】 
日常ではできない経験や楽しい活動をすることで，ストレス解消につなげ，仕
事への活力につなげることができるようにする。（心の健康） 
健康維持のため，体を動かす機会を作る。（体の健康） 
 
【自立につながる】 
知的障がい者が相互に交流したり，地域住民や学生などの様々な人々と交流し
たりすることにより，コミュニケーション能力を向上させ，自立につながるよ
うにしていく。 

内容 

月 1 回の活動のうち，7 月～10 月の活動 
7 月「ドラムサークル」 
・作り出される音や一体感を感じることのできるドラムサークルを楽しむ。 
 
8 月「スポーツ」 
・スポーツを推進する団体との共同イベントにより，しっかり体を動かし，
様々なスポーツを楽しむ。 
 
9 月「防災体験」 
・クイズやすごろくで防災について知ったり，段ボールベッドや防災グッズ，
防災食などを体験したりする。 
 
10 月「おでかけ～たけべの森～」 
・貸切バスでたけべの森へ行き，仲間と遊んだり，バーベキューやウォーキン
グ，パターゴルフなどの野外活動を楽しむ。 

当初の
計画か
らの変
更点 

日程変更 
「スポーツ」8/17 → 8/31 
「おでかけ～たけべの森～」10/19 → 10/12 
 
パンフレット作成については，採択金額の費用内訳の修正の際に削除した 

 



 成果 

 
【仲間とつながる】 
・仲間や同年代のボランティアとつながり，楽しい時間を共有できた。 
・ドラムサークルやスポーツ，大型バスでのおでかけなど，日常ではできない
経験や楽しい活動を仲間と共有できた。 
 
【社会とつながる】 
・ドラムサークルやスポーツというイベントも，一般のイベントでは健常者に
交わってなかなか参加できにくいが，この団体で行うことにより，参加しやす
くなった。参加者に合わせた活動が展開でき，安心して思い切り楽しむことが
できた。 
・ドラムサークル，スポーツ，防災体験では，様々な団体や人と交流すること
ができた。 
・ボランティアの方も参加者の方と自然に接することができており，障がい理
解も深まっている。 

 
【健康につながる】 
・スポーツやウォーキング，パターゴルフなど，体を動かす活動を意識的に取
り入れることで，いい汗をかき，しっかり体を動かす機会となった。 
・どの活動も，日常ではできない楽しい活動となり，みなさんとてもいい顔で
活動され，リフレッシュできたようだ。 
・特に大型バスでのおでかけは，滅多にできない経験であり，みなさん本当に
うれしそうで「めっちゃ楽しかった！」と満面の笑顔だった。 
 
【自立につながる】 
・様々な活動は，経験値や QOL を上げることができている。 
・特に防災体験では，様々な体験を通して防災に対する経験値を増やすことが
できた。 
・学生ボランティアとの交流は，参加者の方々にとって楽しみの一つになって
おり，家族以外の人と楽しくコミュニケーションをとるよい機会になった。 
・「こんな姿を初めて見ました！」「楽しみが広がっています！」と保護者の方
が言われており，様々な経験，楽しい活動はさらに可能性を広げたり，楽しみ
を増やしたりしていけるのだと感じた。 

 

今後の課題と対
応策 

 
・参加費を上げないようにしたいが，活動が限られてしまう。今回のように講師を招いた
りバスでのおでかけもしたいが，費用が捻出しにくい。 
→活動によって参加費を増やして補う。寄付を募って資金を補う。 
 
・寄付を募りたいが，余暇活動は理解を得るのが難しい。 
→今後，パンフレットなどで活動の意義を広く理解していただき，寄付を募る。 
 
・もうすぐ定員を超えるが，なるべくニーズには答えたい。 
→広く活動を知ってもらい，つながりを広げ，運営スタッフを増やしていく。 
 
・30 歳以下が対象なので，31 歳からの活動が今後の課題になってくる。せっかくのつなが
りが切れないようにしたい。 
→ボランティアで来ることが可能な方は，ボランティアとして来てもらう。 

31 歳からの余暇活動支援の場も考えていく。 
 



写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 月「おでかけ～たけべの森～」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


